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町田市新5ヵ年計画 2013年度の取り組み状況町田市新5ヵ年計画 2013年度の取り組み状況
がまとまりましたがまとまりました

計画別の達成状況

　町田市は、将来のあるべき姿を見据え、2012 ～ 2021年度の10年間に、
何を目標に、どのようにまちづくりを進めていくのかを示す町田市基本
計画「まちだ未来づくりプラン」と、その実行計画である「町田市新 ５
ヵ年計画」を2011年12月に策定し、2012年度から取り組んできました。
　この度、「町田市新 ５ ヵ年計画」の 2 年目である、2013年度の取り組
み状況がまとまりましたのでお知らせします。本紙では、「重点事業プ
ラン」及び「行政経営改革プラン」の主な取り組みと、財政見通しにつ
いて計画額と2013年度決算見込額との比較分析を掲載しています。
　新 ５ ヵ年計画のすべての取り組みなど、詳細は、各市立図書館で閲覧
できるほか、町田市ホームページでもご覧いただけます。
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町田市基本計画
「まちだ未来づくりプラン」
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町田市新 5ヵ年計画

重点事業プラン
基本目標を達成する
ための重点事業

財政見通し
歳入・歳出の見込み
財政指標の見通し

行政経営改革プラン
行政経営基本方針に
基づく取り組み

重点事業プランの主な成果

財政見通しと２０１３年度決算見込額との比較 行政経営改革プランの主な成果

計画の達成状況

「基本目標Ⅳ　暮らしやすいまちをつくる」
2 か所の民営自転車駐車場の整備
を支援し、自転車収容台数が240
台増加しました。

相原駅、多摩境駅、山崎団地周辺
地区バリアフリー基本構想を策定
しました。

路線バスを利用しやすい環境をつ
くるため、「町田市便利なバス計
画」を策定しました。

忠生市民センター改築工事に着手
しました（201５年2月オープン予定）。

「基本目標Ⅱ　安心して生活できるまちをつくる」

こんな行政経営改革に取り組みました！

食を通じたまちづくりを目指す
「町田市食育推進計画」を策定し
ました。

　重点事業プランで取り組む８８事業の
うち、計画当初の予定どおり進捗して
いるのは７4事業（８4％）でした。
　行政経営改革プランで取り組む43項
目のうち、計画当初の予定どおり進捗
しているのは3５項目（８1％）でした。

   歳入は、景気回復などの影響により「市税」が計画額を上回ったほか、
いずれの項目でも計画額を上回りました。  
   歳出では、義務的経費のうち「人件費」、その他の経費のうち「繰出金」
などを縮減しました。

高齢者見守り支援ネットワーク
を、南大谷地区、金井地区、高瀬
住宅及び新常盤地区の新規 4 地区
で実施しました。

ゲートキーパー※を360人養成し、
計画目標以上を達成しました。
※悩みを抱える方から相談された際や、
周囲に対する気づき・声かけ・傾聴を通
じ、適切な相談機関につなぐことが期待
される人。

市内11地域で行う「市政懇談会」
において、市と地域がお互いに
意見を出し合う「対話型懇談会」
を実施し、地域に関わる課題や
問題を話し合いました。

全国の市区町村で初めて、体系
的な事業別財務諸表を作成しま
した。また、新たな参考資料と
して、決算特別委員会で活用さ
れました。

町内会・自治会や商店会、市や警
察などによる官民協働パトロール
を44回実施しました。

2013年12月からコンビニエンスス
トアで取得できる証明書を 2 種類
から 6 種類としました。また、取
得できるコンビニエンスストアの
店舗を 1 社から 4 社としました。

2013年度の市庁舎の電気使用量
は、3７4万kwhと な り、目 標 値433
万kwhに対し、約14％削減しま
した。

太陽光発電システム設置に対する
補助を戸建住宅403件、共同住宅
6 件に実施しました。

「基本目標Ⅲ　賑わいのあるまちをつくる」
2013年 9 月～10月にスポーツ祭東京
2013（東京国体）を開催し、観戦者
数が多摩地区 1 位を記録しました。

スポーツ祭東京2013（東京国体）の
ボランティアスタッフに、13８6人が
登録を行い、関連イベントや本大会
にて延べ29７6人が活動しました。

2013年 9 月に観光交流の拠点とし
て、小野路宿里山交流館をオープ
ンしました。

「まちだシティプロモーション基
本方針」に基づく「『まちだ自慢』
推進計画」を策定しました。また、
市民・市民団体・行政が使用でき
る「(通称)まちだ自慢ロゴマーク」
を投票で決定しました。

「基本目標Ⅰ　将来を担う人が育つまちをつくる」
地域型の小中一貫モデル校を1５校
指定しました。

老朽化した学校のトイレ改修を、
延べ30校実施しました。

2014年 1 月に市内で 4 館目となる
子どもセンター「ただＯＮ」をオ
ープンしました。

市立山崎保育園建て替えを行い、
保育サービス定員を3５6人増やし
ました。

重点事業プラン

行政経営改革プラン 81%

84%

2013年 4 月にインキュベーション※

施設「株式会社町田新産業創造セ
ンター」がオープンし、個室すべ
ての入居者が決定しました。
※起業支援のこと。一般的には創業を目
指すまたは創業間もないベンチャー企業
を支援・育成するため、施設の貸し出しや
経営技術・資金、人材の提供などを行う。
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決算見込額
（一般財源）

（計画額）歳入－歳出　△16億円 （決算見込額）歳入－歳出　+44億円
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〔単位：億円〕


